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台湾東部銅鉱調査紀行

の遂名で編成され昭和42年12朋0目出発予定通り6

ヵ月の期間で昭和43年6月19目に帰国した串

台湾は韓国とともにアジアで最も身近な国冒本国民

台北到積

12月20日台北着はすでに夜のとばりが降り花刎時

50分頃(日本時間19時50分)で四囲のなが海は蜜かず

ただ実搭乗時間3時間30分とい茅ジ灘ット機の旅の便利

さに驚嘆し税関検査も予想外1ζ簡単ぽ空港待合室ぽ出

た.そこぽは20名余の出迎への人垣奉間授賞は再会

の方々が多くわれわれもこの人波の人と盛んな握手

攻めに矢づ賢を鰯す帝予定密れている差子大飯庸(プ

リンスホテル)はこれまで来合している先輩調養団か

らのなじみの僧忽か直

の研究者といった感じをうけた.

われわれの行動予定は翌肌閏よりM児S･αと鶴議

の結果花蓮県銅門および宜蘭県銅山の黛地区を調査地

と選定泌正月を過ごして早膚に先ず鋼門地区虹入るζ

とになっ花､育湾東細の緕最片岩地帯は圭藻太平洋含

銅硫化鉄鉱鉱床帯の五つで移り慧慧数舘築盛んな稼

行秘続はられている宜蘭県鰯出鉱醐晦裟簑熔奮銅品位の

高い鉱床か移るほかなお珊携績鳶蜜る鉱床露頭や探

鉱された旧筑などか知られてい葛串そ⑳費も銅門は遠
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い雨期に見舞われ野外作業か拍くれてその機会淋失
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夏濁5眞簾工款鰯凶予備鰯藍瞭ト繁多索終点水源皮簑穣歩鰯曲

事こ陶う滅｡器.警.Q.調麓貴変蜘こ｡積鵜は峯源鉱繋総経理

(社長)張先森歳

花簸駅節広鐙糞鴎鰭縄締幾筋鰭鐙灘訟｡
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鰯麓鰍笈響輿⑳麓鵜で

嚢1ζ潟潟勅虹ズ�
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企業をして強力かつ積極的な開発が進められている

ことが例えた.

第一調麓地鋼門

迎寮も過ぎ調査準備も万端整へ五月1蝸いよいよ

第ユの員的地であ篇花蓮県銅門鉱床区へ&胴発の鎗につ

いた.台北よりの交通は台北一蘇漢闇は禺有鉄道蘇

漢一花蓮間は公路局バスが一般の獺一スであるか合北

一花蓮を結ぶ中華航空の定期便はわずか鑓分～郷分で稽

ぴわれわれは飛行便を利用し淀.適時郷分育北発

途中相憎くの低雲に鑓ぎられ中央山脈や康部海津を傭

欧する機会を逸し花ことは残念であった由化灘空港着

後直ちに市街地の幸心熔近い五機街の旅館第一賓館陵

藩付く.

花蓮は人肌⑪万足らずの静かな商業都市といった感じ

東部海岸随一の良港を背景に古来より栄えて曹花が陸

上の交通は北方は蘇花公路を通ずる公路局パスぽ頼り

南方は台東との間を軽便銭道紀近い台東線で結ぶ現状で

突通1藻搬の不便な並地条件は西部海岸の都邑の発展に

比し遅冷たる状態である,数年前花蓮一台中間の横

興公路鳶欄通したか中央山脈を横断する最高地点は標

鏑門鰹鯛鵜か蔭沫鵬下総鈍｡繊1鵠濠燃触繍

右の地は観党堆鰹魚潔部落賊薦繊層儀錨で鰯鴛住宅

石はすべて佐賀関紀送ったといわれている由終戦とと

もに鉱榮権は褒せんし鰯凄牢から弗康鉱薬宥限公司ぽ

より輯闘蜜れ簡調の如宍木瓜渓の機氷氾艦1砿る航遺

鯉没⑳愁滋慈鰺熔錫潅⑳新一努筑秘鰯慧裟蜜杓花彗

闘叱球概潔⑳蔵蜂流憾鶏電所⑳嬢設秘行なわれ氷

踏淑耽繊添操掘禁籔匿繊秘畿寵蜜勅鉱廉謹翼部翁蛇

聰射締隊繊1勃鋤湧稔淀め以莱休削杉松球鉱隊⑬

繊蹴隣擦獲懇数鉱駿沸設驚慈れで潟資慧れ鰺は鋼悶

鉱隊⑳簸鍾鐙滋敬漱慧舵鐙采狩す馴滋廉竃嚇鎌恕レ

銭い探繊銑遺繍薬処彼螂慧庶潅し概滋.約ヱ週閥

蟹翼泌遂海蟻煽流1躍頭の麟蜜緕果地讃調養⑳範鰯は

然瓜渓護撚雛索衡籔滋※構詞賊厳登泌物探1鋤化

深1ζ勲嘗災は漸一簿航搬瀞簿鰯閥部落⑳後欝螂地繕

認め塗れ液硫化ヤケを串心どむ§◎⑪鰍x蟻⑪⑪鰍の匿城が�
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号鉱体の月艦厚部は1則｡達する韓

由柑藩…繊

堀

○閉芋挨二耽

山.7

一㈱o軋

銅開鉱床の露頭線は北部は白洋渓一気付近まで判明し

なおその北東村緯に?80醐露頭東部に擦樹一1二坑

の露頭湯量戚夜する曲両者添銅門鉱床に対比さ拘るもの

か明機でない添いずれにしてもその層準に近いもので

あり露頭線は巷らば断続して北方域外への延長秘携察

される白銅門鉱床の南部延長は木瓜渓の流れとほぼ一

致する東欧陸の背斜構造により一般走向は北東性から

南北性を偏し対津では既述のとおり鋼門集落の後背地

ぽ劣勢な撚ら硫化ヤケとして銅門南露頭が認められる曲

さらに調査地南端の池南漢へ断続しなカ婁らも約5㎞ユ追

跡さ;れ調査地内記為はる露頭線は艇々6､割㎜余紀達

する｡

調査中はこの頃の季節としては当地のみならず台湾

東部一帯か珍しく数10年振りの不順な天候ぽ当り雨ま

た雨の貝が続きかつ思いがけない寒波虹見舞われ

野外作業は大幅に遅態し3月1賢漱く完結した｡

調査成果はわれわれの当初の期待に反し当地域の鉱

床規模は劣勢で直ちに探鉱あるいは操絃の対象となる

ような優勢な露頭や煩坑の状況ではなかりた､た花

調査地域商端ぽ位置する湖南第一｡第二露頭の発屍と

付近の各旧坑(池南鶏一～第五坑)の調査結果から今

後付近一帯紀おはる精査の翼を認めその結果如何紀よ

り試錐炸薬の実施か要望された.

瓜渓⑳流域縫は銅悶付近畿資派流1ζかけて順河成段猛

か発蓬し慧ら紀扇状地擁積物紀より被覆蜜れている軸

鉱床撚緑亀庶砦刺晩の鰯灘φ紬て層状あるい煽笠状

ぽ腿隙することは別予型鉦金く同様恐鉱宥組成は讃

鉄鉱を空襲鉱物登じ叢銅鉱お孜泌少鐙聰磁臓鉄鉱を伴

う揚禽がある早いわゆる=誠沙鉱を窪体鉦む綴密塊

状鉱は新一号筑のみ熔産じ局部的腿奮銅品位は慧～籔

%紀達するζ&もある淡全般は夏%内外の偶瀦伎鉱で

ある｡鉱糧の層厚は滋リ鉱の揚含は構樹一坑･三流

で五晦余紀潟ぷ漆淋通常変～3瓢てかなり膨縮が踏馨血

擁状鉱を産す蕃新一号琉挽肉芯は緑亀片砦刺忍層間魔離

それぞれ約δ瓢をおいて惹陶N6◎漉傾斜鑓顯菊采

行する媛条(竃努鉱体～蟻努鉱体)勤泌抄切羽蔵で蟻

鰯悶調護嘩の舳灘呼糟輝溶夢イヤル機の入爽暖襟隻花瀦藤と篤輿入乗の

餐彰約嚢人1誼鰯出でも溝綴じ爽�
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2目花蓮をジｰプで出発風林1光復を経て秀始轡

渓河口左岸の大港に到着ζれより上流約砥腿の着岸

側に在る奇薬鉱山へは途中凄で渡船紀よった､境地で

当地区の調査担当者の至大砿乳s･α鄭清凝民より

現在までの物理探査および地化学探査について骨の経

過ならびに結果の説明があり脱党S･α淋総力をあ

げて鉱床の解明に当りている苦労秘伺へ花申幾鉱床は

第三系中新世紀属する都鑑別層を不整合祀被う鮮新統～

奇薬層～申に噴出した安出砦類を艦砦として豚胎する濠

熱水性合金硫化鉱床で広範闘に分布するため未花鉱床

の形態紀ついては不明な点が多い,窓らにその成因

についてもホｰフィリｰ湾ツバｰの疑いも移り近く物

探結果に基づ巷試ずい実施の予定であると串時間的余

裕なく河床の露頭を一部観察したにとど裏ゆ往路を

引返えず.夕測風林に到りその夜は本貫の案内を願

ったMK鼠α戴團部氏の実家でくつろぐごとにした.

員本語の達者な実父や叔父に当る風林国民学校校長の戴

文鑑氏も交免買六時代の懐古談にも花か咲善心から

のもてなしぽ一瞬異境にあるこ&も忘れ慈せられた｡

翌3目早朝こもかかわらず戴文鑑夫糞の為屍送りを

うけ風林駅を出発した.花蓮一台東閥を績ぶ台東線

は今では筒本では見られない軽便鉄道の客車よるしく

小さい粗末なものそれでも交通機関に急襲れない当地

域では重要な昆であろう満員ぽ近い混雑で豊田駅塞

での30分間は立ちづくめを余儀なくきれ花再豊岡駅に

は予め連絡されていたのか鉱山職員の出迎へをうけ

から息つくひ妻もない急坂をたどり加えて小雨混り

の天候となり気激も冷み込み標高790mの飯場まで

2時間30分を要した｡

鉱床は大繭漉片岩帯の黒亀片岩帯ぽ貫入した蛇紋岩体

の縁辺に胚胎する石綿鉱床で勤る秘母岩の蛇紋岩の一

部が変質し軟玉(N即h曲)を生成世るものでやや

不規則な小魏状として産するため坑内掘りは狸掘りと

なり産量も少ない(粗鉱月産10トン余).採掘坑道は

いずれも員六時代の石綿採掘坑道を利用している,

蘇花公路

さて4日はいよいよ花蓮を離れるということで今

海溝舳脆機麟静義への途串鞍欝蔓薬瀞

美燭の露頭海溝ψ脈の酒半分ほζのぶ簑

な均質衣泥岩から匁る

箭藷鉱牒鱈頭の一部州原の転者の匁かには年央醐融沁はるぱを遜ばれて来淀も

のも脊在する宿醐ま電探の鄭潜泉武�
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件に支配される台湾東部の産業開発が如何に鰯難であ

るか痛感せしめられた.われわれは!6時30分蘇襖発の

蜜らに調査用人夫の等配な淳帆尺&O｡各位は遠

目の奔走であっ花｡準備なり明員は出発を校りたが

折悪しく銅山への途串盲魯杜の奥の架橋のヱつ秘落下

し復旧作業率とのこをで出発は漸く王蝸となっ花苗

鋸山は宜蘭県南漢郷官太村銅山嶺の南面大筒襖南漢

の上流標高夏茗隻00倣余に位置し羅東よりの入山径路

はトラヅ列はり南東方に鵬古林～古魯杜を経て大元山

(標高1壇螂醐)の北麓に到る缶これより急坂些なり標

高蔓00弧の屋根を超克て大繭襖北渓河床凄で…たん下り

ζれを渡河して再び対岸の急坂を上り標高1ヨ400狐に

在る水源をト茅ックの終点とする､この閥羅東より

鏑凶への議申獺芳榊鵬1相入ψ機閥蕨繭でζ棚嶋

下輩2輪が繕躍する無資星溶義

葡鱗駆動の箪払

宙三坑か闘さく書れた顔である､

昭和1◎年頃(1936年)

泳渕蟻臓祷働は鰹準靭ζ積換吏人熔穣歩で鉱山へ麟発

一ダ秘羅策一泳源閥の遼絡に藩淀鳶

率央のジ�
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われわれの調査の主題は漸次劣勢化しつつあ葛鉱況

について今後鉱量確保の蒐通しまたその探鉱方針

の樹立にあっ花.鉱床は銅門と同様結鯖片岩帯帯に

胚胎する層状含鍋硫化鉄鉱床(埠一スラｰガｰ)に属し

含錦品位は平均3.O%最高岬給と高品位を示す｡

さて調査開始は当初の計画よりおくれて蝸中衛と

なったが鋼門で思い掛けなかった雨による筒穫の遅延

はま施しても当地でも雨天の蟹が多くすでに当地方

の雨期(1～藪月)は峠を越したものと闘いていたか

遂月中旬凄での五カ月間は再び不順な天候に悩護され

た従って野外調査は漸次運れ勝ちとな資雨天時に

も作業は強行された.地形の急峻に加免て密生せる灌

木草木は岩盤の露出を阻み危険な急崖1河床の戯渉

を余儀なくされお互いに胃冷の安全を脇蜜し含り花山

園難な野外作業のみならずほの暗い鉱山の禽家発電

による照明は夜間のデｰタ整理も思うに任かせず調

査は苦労の連続であった.

しかし時はは台湾の深山ならではの風物も観察する

ことが出来た一鉱山付近には今は嗜本にも少なくな

ったムササビが群棲し二抱へも三池へもある大木の根

本をハンマｰで叩くとその振動に驚き高い幹閥の朽

ちた洞穴より飛出し山斜面沿いにグライダｰよろしく

軽快に空中滑走する姿は調査中の分れをしぱしぱ癒や

茅ザ

してくれた.高砂族の人夫らは簡単な罠で摘免責箆

な蛋白源として彼らの食膳を賑わせていた拒襲た遂

月末の少し春めいて来た暖かさに冬眠から這い出して

来た蟹～3独におよぶ錦蛇が馴れないわれわれよ行を

驚かせた.台湾の蛇類で毒蛇をしておそれられている

のはその名の如く世界的猛毒蛇である百歩蛇をはむめ

ず叩噛イ管夢餌

天ガサ1省湾ハブ1青竹糸などかあ資昔はこれらの巣

窟として大清漢商渓流域はあく紀有名であっ花南｡

幸い毒蛇の冬眠からの解放は無毒蛇類より遅くわれわ

れがδ月初旬に下山するまでは搬害者は出なかった.

鍋山の鰯蜜

本調査記入る葡簑圓の予備掲察の緕果で期間的に

施行を余儀なくされる物深1地化探区域を決定していた

が漸次明らかに奉れて来淀幾地匿の地質は予想以上

は激しい地殻変動が繰り返免慈れ鉱床追跡の鍵層とな

る緑色岩類の分布も支離滅裂の感である.地質構成

鉱床形状は銅門地区とやや趣きを異にし広く高度の変

成作用をこうむるが緑亀岩類の発蓬はむしろ少ない｡

鉱床である含銅硫化鉄鉱は大規模とはい克ないがきわ

めて高潔位を添に鉱床の形態は層状というよりむし

る学状あるいは潔ケット型である宮銅山渓酉支流を

界をし東部を北鉱体(北筑)頂部を南鉱体(商坑)

と呼称する淡もあもを銅山渓酉支流ぽ沿う洲W一魯鼠

方向の逆断層で切断された一体のものであり復禿すれ

ば総走向延長は約填00搬傾斜延長1れ00触鉱幅は平増

王､O㎜の規模&みなされる串餓体紀影形の如く随伴す

る緑亀砦類は層厚!0狐昆島ずで緑亀砦類の消滅は鉱床

の末端的現象をして一致する､南北面鉱体の東端おぷ

び西端はいずれも断層で切断慈れ酋第三系黒色粘板岩

と接している淀め走内方向への延長は限定されている

が鉱床の藩じは概砦の片盤方向と一致し繭腰方で塗る

ため南鉱体の傾斜方殉への態長はな招鉱況の伸展

が期待されることか明らかとなりこのため早急なる

ポｰリング探査の必要性を強調し花苗

精密調養はこの銅{鉱床の南延長を篤五匿をしその

鰯餐団の淀め駆襟のも側ζ総ぎ施しで憩澄慈妻鬼怒歓綴鳶)叙舷棚嚢幽鰯限簿澄

ったため糧気1ζ悩ま姦扱澄破則こ藩大義

灘抜至雌繊の新い峨鐙入獲ぷ簑鰯脳綴γ瀦蜜襲繊｡餓鰯

i如くず扱㌘で奮危機斜圃上1暇け鋤脱�
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なかった.

苦労ある調査の期間申の3月3蝸羅東での

年一回の輝土祭の兇物を楽しん想曲勇壮絶

燭淀る動く舞台とも言うへ巷仮装行列の数埼は

1時間半にわたり台湾における民情視察の一

つとして特に印象深いものであり花､

今回の銅山調養が折悪しく異常なほど爾の多

い書わめて不順な気候紀遭遇し花ことはすで

に述べたがもう少し高山地帯におはる気候の

変化について記してお意花い曲

台湾東部の雨期は五～蟻月で篇本なら冬季

厳寒の積雲をみる頃紀娑る甜われわれが台湾､

紀籍一歩を印しね朗纂蝸の台北は暖かい台

湾おいえ星軽いオｰバｰを着込んでもよし着

なくあもよしの台湾あしては寒い方であ吻液盟

籍一の調査地化蓬では泳一バｰは不要で漂申

は耽前後が続レ沈秘鏑鍋､僻撮ゆ挙喰プ

寒波鰍雛蝋概㈱｡℃と肌寒さ概轡舳'雌キ背斜軸燃

を感心藩か中央ぬ脈の遠出紀は白雪が望見さ

れたときもあっ花幸ちょうどこの寒波か続い

た頃銅門調査の途中派村団長と清島は銅山

の第2固目の予備調査に入った唖銅山付近で

は標高至事500鵬以上は積雪携帯した最高最低第5鰯鏑県鰯山鰯鉱駆地質願

寒暖計は最高工O℃最低5℃を調録し荷台湾

中最も寒い経験であ榔花山墓月末を迎えて貝省紀聞も1蟻纈～蝸むお上昇し漸く高地にも寮の訪れを覚え淀.

冬季よ塑春へと変わる漿は花蓮では蔑申は20℃以上と台湾では簿本の冬凶の如く落葉は賢立だない沸春めく

なりこの地方では早閏植も大方終りてい淀串本格と共に若葉が一斉に傭ぴ並も紅梅の花轍ζよく似た可

的慰銅山絶入り花曇月上旬は雨天ポ多く高所紀位置す憐な台湾桜も一属皐く蟻肩帯萄紀は満開でありた割

る勉め最高工舵前後最低工⑪℃前後の酬織き3月不順な釆候から伸りと解放された頃皮肉紀もわれわ

下旬頃からの時折りの暁天では胃申燃℃夜間は互がれの員樫は下山の時期が迫りその頃からきすかの高砂

～1蛇と高低叢の激しい特長ある気温を恭し施由竣凋族鰯人夫らも疲労と共紀不自繭な生活紀郷愁を覚免て

末瞭舶ら台湾金島⑳茨候秘落ち幼耽嬢筒袖耽夜来稔愁⑳か丑久慧火を警方繊繁講熔繍効杓濠恭

生摘則鴫槻浸錦蟻繊聰欝瀦蕨鳶脈

一鰯凶漢簾裳沸で転郡雌蕊で愁蕊熔鋤1鴫爽

鰯泌鰻滋薫競聯燃彰喰鱗徽兜渕艦

鉦嚢夢終も急鰹錯である�
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下山の途につく者も出て来た由高地氏族の強靱さは一

種独特というか粗剣ζ甘ん㌫雨露をしのぐ化けの即

製の小屋掛け住いにもかか諸地ず藩刀を撮薦い伐媒し

禽唖勤窯

つっブッシ狐を突破し傾斜鮒～〃の山科繭を輪の

如く厳渉する健脚さ身軽慈はた怒驚嘆の憾かなく

今回のわれわれの調査も彼らの参加淋なかり花ら潟そ

らく遂行出来なかったとき免恩われ花,､彼らは今では

政府の保護施策により大部分緑高地から凶麓近くの平

地に集落を移し漸次文化生清純鰍んでいる秘螢清鰻

度は依然として低い害平静は綱海を農耕じ(空として

畑)また山林での使役は従事する塗清で企業繭で

実社会に並つ例は少ない曲鍛近は都会鋤樽贈て労務す

る傾向が増えたといわれ漢れには花蓮や簿凋潭などの

ように自からの集落地で観洗客を相手に郷土嚢売店や

郷土踊りの観劇などを経営している者もある昔

再び台北へ

下山は5月初旬となり天候による作業のおくれはと

り戻せなかったが一番案笹られた物深斑の野外作業も

解析に支障のない一部の作業を残すのみで6月6目～

10冒紀かけて全員の下出を終りた､当初計画として調

査報告書の作成は羅東で行なう予定であったか資料整

理の不便さから1卵根拠を台北に移した.台北に

おける調査報告書の作成はM･見S･O･各位の協力を

得て箇月初旬完了しいよいよ帰国の時期屯迫って来

た.この間気分転換か花秘た街通り狂出掛けた折冷

に断片的な秘ち首都の息吹きに接したが一管でいう

ならば国民の生活は平琴肱簿膚を楽しんでいる糠予が

例えた.省北のみならず圏内の治安は発会ぽ維持さ

れ賭博行為は一切禁止され街頭にはフｰテン族も

チンピラ族も彰一つ兇当らない｡繁華街の唐頭には豊

當な生活必需晶秘あふれ飲食店の賑やかさなど物価

は日本に此し安価なものか多い.特に生果物の安い

ことか目立ちバナナ1パパイヤ1西瓜1竜眼1柑橘類

など四季絶えぬ商圏特有の甘みあ香りの強い果物は

果物王国と表現しても遺書ではない.労働貸金の安い

ことも日本の比でないがそれだげに産業の機械化秘お

くれていることも頷げられ精密機械類は各圏からの輸

入品が多いようである.商売の変杓ったものに終戦

後目本でもしぱらく活躍した三輪自転箪(入力車)沸

(台北市内では!963年のはじめに転業補助金を支給廃

止された)市異の屋として利用されている由その揚

でホルモン料理として客に供する蛇料理盾も数軒見られ

われわれには毒蛇の予備知識を得る輿い展示場となった,

市内の交通は市営バスで料金も安い佃夢クシｰ料金も

安く過剰気味か資本のような乗車拒否は金く兇られな

い.タクシｰの車種は台湾で組立てられる朱塗りの資

産ブルバｰド紀限られ自家用車はほとんど資本製1欧

米製の外車である由

幕内一周

さて調査報告書の作成を完了し息つく間もなく

翌日からわれわれは島内旅行の途ほっく薯をなりた

M.R.&O.の好意によりわれわれの自由荏希望を芝

ゆ入れられ予め遜入協議した結果のとおり地質見学

も兼ねた欲張っ危計圃が樹てられた畠旅行ケｰスの申

にはハン亨…クリノメｰタｰ1試料袋ポしのばされた

がノ･ン叩一は後記のように冷汗をかく揚爾となった.

罵鐙汁鎧(鰯田村遊)細翁欄⑳蓋搬川結晶片

岩とそっく婁であ蕊

羅蔵

…ζつ

浴鰯壷鑑澱毅(婁朋豆的爽将灘諺拙蕪

孤㌔て竃嚢燦い人命は§費間仕事を休

み飲みつ吻鳩

湘員鰯鵬瞭鰯薮紬鯛魯

牝郊外の陽明山も数i鮮ぶ蔓の雪見でにぎま)

ったという�
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露湖島

旅行の出発は台北より中華航空定期便により台繭を経

て溝湖島に飛ぶことになった｡台南で30分聞の休憩を

含み周公凄では約3時間半を要した｡周公の空港に

下りて先ず奇異に感じたことは出入者に対する物

冷しい欝戒擦りであった､やはり近い大陸ぽ対して

の欝滅であろう｡飛行場からのバス沿線の眺めも趣

きの変わった佳屠のたたづ蜜いが珍しい｡むしろ音

の記憶に残る大陸風の様式のように思えた.早速沫テ

ルで旅装を解蜜ハイヤｰで島内巡り島の嘩央北端に

近い通梁は観光客の足をあどめるとこる｡輿処にある

廟さんの境内に樹上より下って根付く擦樹の林立カミ珍

しかり花､全島これ玄減岩の熔岩流あるいは集塊岩に

おおわれゆるやかな起伏か波浪状悠つづき最高地点

は1⑪0㎜を出でない.ついで北東端の林投海溝ここ

で白色の珊瑚片を砂浜に拾い商両部の風櫨洞へと廻る.

砦肴学的に名ある文肴の産地であるか今は陸上部では

産出少なく海底で採集している由でおる｡海津際に

自然の侵食で出来たのかそれとも採掘の跡の海食か

洞窟は水平に:奥行§遡余えぐられている山文宥採集は

収獲なくその夜衝の土産品店での買物となった害

周公は島の中心地として榮克ている邦瀞かな漁港とい

っ色感郊外のそこここ紀野生の巨大な竜舌蘭の離生

が印象的であっ淀｡翌簿は周公より高雄へと再び台湾

海峡を飛ぶことになったが周公空港からの外開は憲

兵立合いのもとで蹴箆な身元荷物検査淡行なわれ

荷物はレントゲン透視で瞭瞭を調べることぽなっ花｡

写真機は申のフィルム淋感光することとて大急ぎで旅

行鞄より取り出し花が身鰯晶や砦看サンプル･燃ツク

バンマｰなど在中の蜜漢われわれはもちろん査閲慈れ

るような物品は身ぽつけていないとは思っていだかつ

まらぬ議で疑いを掛けられることを欝滅した｡それは

文孫瀞滋灘潮籍の燃機綱(滋戯幾鰭激阿淋蝕洞穴)

透視にかけられてロックノベンマｰが浮き彫りに映像され

た場合あるいは見馴れめものと指摘されることを懸念

し思わず悪い薯態を予想し一瞬固唾を飲む｡し

かし検査官は例の表情も変えず荷物を押し返えして

呉れ施時は全くヤレヤレの思いであった.

周公から離陸約養分聞は窓のカｰテンは下され視界

を鼓脅られ危が間もなく台湾本島ぽ近づいたのか進

行方胸の左側すなわち陸地部から褐色の濁水か碧

い海水申に大書な扇状の模様を爾いて広茄りつつある｡

聞けば中央{脈同盟山付近に水源を発する曾文渓の流

下水&の蹟､このあたりから飛行機は一路南下する茗

周公を立って約遥0分高雄港カ雲くっきりと傭蹴されて来

た｡海岸線紀沿って貯木場や色々の工場が癌嬢しさ

すが台湾西海津随一の港としてその偉容ポうかがえる｡

高雄市街鋤の中心に逝い蒐林(ベルリン)大飯唐ぽ旅装

をとぐ｡相憎くの雨となりしばし待機し淀加工6時

雨をついて名所&して知られている澄溝湖へと車を飛ば

す山湖水に浮ぶ大理宥の橋湖畔にそそり立つ白亜の

七重の潜点在するあづ襲や配置の妙を得た人工美の

静かな公園は爾に埋りつつも充分われわれの旅情を

慰めてくれた｡つづいて同様な人工芸の蓬池潭を鰯P

すでぽ夕闇迫蕃噴となっ花が高雄市街地を一望下に見

下す寿山公園へと急ぐ､公園展望台からの傭臓は色

と少どりのネオンか輝やき始め雨もbって右手に屍克

る波静かな高雌港の夕映免が裏た一際英しい苗寺山は

高雄市の北方から薩方に響曲して延びる丘阜の一角で

中腹より上部は古珊瑚礁が被う宙西方鯉畏の海岸近く

ではセメント原料として現在一部が採掘中である｡

ガランビヘ

甜箏ソ睦

3員員は待ちに待った台湾の最南端鷲蟹轟へと｡同

行の壬栄輝氏添等配して頂いた大型ハイヤｰ1台に一行

臓雛の瀦瀦瀬舷蹄鰯施鋤公敵れた倫酬こ鐙で械は専･る極彩亀の

拳の統畿�
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ほおさまり一8時過分泌テルを並つ皿玉山(新商山)

西麓ぽ源を発する台湾屈指の大河下淡水渓を渡って山

路南下するに従い国道沿いの両側にバナナ林が棄てし

なく続く.育冷と1狐余におよぶバナナの房はわれ

われも実際になっている兇暴は胃本の植物園でやっと

実った可愛い鳶を知るのみで日本の子供養秘見たらど

んなに喜ぶ怒ろ豊かと想像もつかない本場のバナナ林の

風景にただ驚嘆するばかり剖車の往来は襲ぱらで踏繭

も良く鷲盤轟の名勝地として知られている墾丁公園に

は意外と皐く夏王時に到着した｡鷲蟻轟付近の地質は

吉珊瑚礁を被って含紅土段丘堆積層が丘稜頂部を形成し

地盤隆越後の現植の新珊瑚礁が山麓低地を埋め慈ら紀

海底に広がっている,

墾丁公園では吉珊瑚礁の自然の折畳みの申に欝蒼と

繁る熱帯積物の樹々を縫りてj鰯わ一ス秘設けられ大

勢の観光客に混ってわれわれも春かんにシャッタｰを切

る.鴛一スの頂､叙ともいうべき稜線の一際高台に識け

られ花展望台に上っ淀をきは照りつける真夏の太陽を

恩わせる買射しに汗ばみながら見下に広秘る桑しい景

観随思わず快なる戟を叫んだ缶靭輔かって閉拶つっ

太平洋に没入する丘接地形か率に取るように傭鰍きれ

これを被う密林の緑秘海の脅さと絶妙の鷲ントラスト

を醸し出し右等海樟には蛙砦の名ある奇砦が築起し

まさに一幅の油絵である,公園内の時余の激策に先を

急ぎさらぽ最先端近く自醒の鷲鍵轟燈台樽〃フ

ィリピンは真南g方向と洋上を摸操り簿本を離れはる

かに来にけるかなの実感を深ぐする｡蔦雄蜜で同じ慧

iスを引返べずζととなり鶯時30分帰途につく畠途

中恒春なる小魯な街で昼食をとり伊勢エビ1飽硅巻

貝など海の幸を存分に瞭う,鷲鑑轟では運良く暗闘を

得たカ…爾と松妙高雄を過ぎ本篇の行樫の終点台南に

著く頃は風速工㈱以上の突発的暴風雨ぽ屍舞われた｡

台南には有名な鄭成功の遺跡がある耕すでに夕闇迫り

兇物を割愛し華洲大飯店に入る､

翼月簿

翌朝は小降りの雨合商発工⑪時の特別急行観光号で台

中へ,沿線ははバナナ林が続き台湾名物の五つ彰

化の露天大仏も爾に煙って遠くに望見書れた,台帯下

車今賢は潟月簿蛮での鴛一スをあって時聞的にもゆ

っくりした気分になる｡途申省政府機関を統合する

ための新しい都帝造堕の孚本を屍学ということで串興

新村に立寄る封山懐に近い禺園に突如として現出した

ζの一鏑は明るい近代建築1緑に包婁れた宿禽が並列

ぶがやはり台湾の経涛1行政の串枢都邑からやや遠

隔地に位置し心なしか人骸も疎で生清環鏡の整理紀は

なお時賢を要する感を抱い花由

串興新村を遇ぎると間もなく遺路は串央山脈の節衛山

地を縫う淋折悪しく暗雲低く塞れ視界を艦り地彩観

察も鴬の如くならない蛮襲育申を発りて約王蒔鮒分を

要し獺時30分賢月潭ぽ到箸した山似間紀突如として

展開し花筒月潭の直感は芦ノ湖を跳める恩い花花湖

畔に立列ぶ建物は期待ぽ反し疎で簿本の名勝地のよう

な俗化淡見られないのは園農の然らしめるとこるかと

感心させられ花｡湖騨の高台に位置し風洗を怒しい

葉蜜ぱするホテル瀬碧横に案内をうける昔周麗の凶霧

秘静謹り遼つた潮水の面にくっきりと浮び俗世闇を遼

く離れ来た感にひたる.その静寂を破り低いユンジ

ンの音がして釣船に似花泳滋掛けの小船秘何処からと

もなく何鱒の間にか緯迦紀寄りて莱た｡王さんの指添

1はり大急ぎで一岡部箆より飛ぴ出し乗船す私湖酔

を案内する遊覧船で対樺に佳む商砂族が経営している

由王0人藻り程度で齢る｡すでに夕蒋となりわれわ

れはその高砂族集落の蒐物にとどめることにしたや

高難帥朽ンピヘの途串厨篤商方肋叶刊鴻風鍛沖一ルの蔵後で

南国の強烈在目ざしはまだ窟繋ンビ方弼花けで義議｡

嫡盤の禽灘巾心地歳繰織鵡鰯鰯輿酒の台瀞鰺一の

産地とのこと�
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カ三て小さい入江の蔭に集落が見え人影添うごめく申

どうやら予定の行動であろうか名ばかりの桜橋に若く

と15～20才の小女たちが愛嬬良く日本語で迎克てくれ

た.船頭は早遠土産品店紀案内してくれる.観光客

相手の商魂の邊しさは先程まで俗化の感をうけなかっ

た湖畔の感銘が一ぺんに吹飛ぶ.それでも荷物になら

ぬ高砂族の小さい郷土芸品を2量3点求める.しかし

このあと案内されるま裏に入った高砂族の昆族衣裳や家

具1農耕具などの展示揚で強引に魯凝の衣裳とやらを

纏わされ記念写真とばかり悦に入噌花⑳はよかっ淀添

即座に提示され花ホラ漂イド写真を他のス手ツブ写真

とともに目玉の飛び出るような値段で究書つけられた

時は全くの興覚めで一同ほう憾うの態で退散した,

翌賃は朝の晴間紀恵凄れ存分紀湖騨の美景をフィル

ムに収める｡午後出発の頃より再び雨となりζれよ

りきら紀奥の訪問地霧杜への遠を案じ花｡途中盆

地の衛捕璽記入る串捕里は台湾本島の真中忙位置し

その地点に宥樽の標識か設置されている,台湾名産の

蝶類標本の産地&も聞く曲捕里をぬはいよいよ中央

山脈の幸心忙肉かりて進むほどに地形は険峻となり

峡谷沿いの崖遺となる､霧杜は北側を大肚渓繭側を

濁水渓が削流する深い峡谷ぽ限られてそそり並つ狭嘩な

稜線上ぽ位置し東方は中央山脈の雄合歓山(標高

3呈搬狐)紀つづく｡今賢霧仕事件は遠く昭和初期の

物語り程度紀すぎないがこの天然の要塞ともい簑べき

地形での攻防戦の激しさが想像さ:れた曲面はいよいよ

激しく快晴ならば東方ぽ遣って遠欝する帯央山脈の偉

容を望見し得彪だろう紀とかす海濁水渓流域を屍下し

ただけで帰塗紀つく.再び捕里虹出て今度は北側紀

遺をとり工6時30分合申1こ戻り暑く､夜は爾も小やみ

になった,

甫纂滴闘

台北を出発して凄たしても爾に悩ま塞れた

が皮肉ぽも漸く天候は回復し最終貫の該一

スは油同視察が予定され台串発簿時苗粟

著､中国有滴股倫有限公司(C･RC･)寮務

所の郵さんの迎乏をうけ所内の台湾滴鉱探

動地質組ぽ到り張錫齢正地質兼艦長より窺

況を承る｡早速員本語の蓬脅な湯擦輝地

質鰯秘案内をひきうけて下蜜り当滴閏の地

質状態がよく理解出来る出嬢坑(地名)へと

ジｰプを走らせる｡出磯坑は苗粟の繭東方

直距約犯㎞陸蹟て後竜渓の上流に位置する｡

数本の滴井を見掛けるがずでに老朽化し

現在はこの商都延長の開発ぽ主カか注がれて

いる繭である｡出藤坑事務所長は古く日本時代から本

地域の開発熔恕づ凄わって屠られる方でわれわれと変

娑ぬ流暢な繍本離賛人懐っこく音を語って頂慧余り時

間もないこととて事務所近く比高150皿余の丘陵上に

在る肯い坑井へ案内をうく.坑井より回近を展望しつ

つ湯氏の熱心な地質ならびに地質構造の説明を開き

正午再び｡正α事務所紀帰着金杜側で懇談がたが

たの星食会に預かったことは恐縮の限りであっ施罰

これで旅行の全スケジ皿一ルを終り台北への帰途に

若くことになったカミ扱村目録および本間技官はすでに

台北を出発する前に予定されてい淀当地の中央大学地球

物理研究所での講演に出席した.

賊｡笈｡慧,o古蹄禽漱でめ観念撮影�


